On the structure and method of paragraph by 村越 行雄
段落とパラグラフの構造と方法について
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トの「文章」のかたち」pp．８０～９７
三浦順治『英語流の説得力をもつ 日本語文章の書き方』（創拓社、２００９）、「第３章 段落（パラグラフ）
を書く」pp．１１１～１５２
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（３）現在では、言語研究領域として、統語論、意味論、語用論の３大領域が挙げられるのが一般的である。
それ以前は、語用論の認識が欠落していた為に、音韻論、統語論、意味論の３大領域が普通であった。
これは言語学における分類であるが、元々は哲学から来たもので、語用論は哲学では言語哲学とされて
いる。pragmaticsという語はアメリカのシカゴ大学の哲学者モリスによって初めて使用され、同じシカ
ゴ大学の哲学者カーナップと共に pragmaticsを主張した。そして、その後の発展の中で、特に世界的
に大きな影響力を持ったのがイギリスのオックスフォード大学の哲学者オースティンとアメリカのカリ
フォルニア大学バークレー校の哲学サールによる言語行為理論、そしてアメリカのカリフォルニア大学
バークレー校の哲学者グライスによる会話含意理論である。また、統語論で世界的に有名なのがアメリ
カのマサチュセッツ工科大学の言語学者チョムスキーである。
（４）文（sentence）はそれ自体として、あくまでも純粋に言語的なものとして見、従って文を使用する状
況などは一切関係なく、むしろ全ての状況に適用できるような、普遍的な性質を持つものである。それ
とは区別して使用される発話（utterance）は、実際に口から文を発するように、文が実際に使用される
ことを意味しており、話し言葉の場合である。なお、文を口から実際に発することで「発話」と呼ばれ
るように、文を手で実際に書くことが何であるのかの呼び名はまだない。ただ、「発話」を単に話し言
―２６―
葉に限定して使用するだけでなく、言語全般に使用することがよくあり、その意味では、書き言葉もそ
こに含めることはできるが。
（５）レトリックについては、古代ギリシャ時代の紀元前６世紀のコラクスとティシアスが最初と言われ、
裁判での法廷弁論がその出発点になり、それに続いてプロタゴラス、ゴルギアスなど多くのソフィスト
たちがアテネなどで活躍し、レトリックは大発展する。しかし、一般的には、古代ギリシャ・ローマ時
代のアリストテレス→キケロ→クインティリアヌスの流れを古典レトリックとされ、いわゆる正統派の
古典レトリックと言えるようなものである。ただし、それではアリストテレス以前の紀元前５～６世紀
に活躍していたソフィストたち、イソクラテス、ソクラテス（さらに、弟子のプラトン）の３つの大き
な流れが見なくなり、レトリックの１面しか理解されないことになる危険性がある。ともかく、ソフィ
ストたち、そして古典レトリックの最大の目標は「説得」であり、あくまでも相手が納得して初めて成
り立つ説得のことである。従って、欧米のレトリックは、伝統的にも、現在でも、説得を最大の目的に
するものである。
―２７―
